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Web調査システムの全体構成（これまでの振り返り）
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• 国が開発するWeb調査システムは、PC及びスマホの両方で回答できるシステムとする

• 加えて、位置情報取得アプリ（スマホ）を開発し、更に被験者入力負担を軽減した調査システムとする

• 前回の検討会では、位置情報取得アプリ（スマホアプリ）の開発コンセプト及びスマホアプリの活用を前提とした回答フロー
について議論。今回は、アプリと連携させるWeb調査システムのコンセプトや運用方法を整理した

位置情報取得
アプリ

前回の検討会で議論

Web調査システム
調査回答
サーバー

位置情報
データ

GPSデータ蓄積

GPSデータ
取得

GPSデータをもとに
滞在場所等を補間

回答補助機能
としてアプリ案内

Web調査システムの全体構成イメージ 調査フローのイメージ

①位置情報入力支援機能を使いたい人は
「位置情報取得アプリ」を登録

②調査日当日は位置情報機能をオンにして
通常通り行動（当日の入力等は不要）

③回答者は「Web調査システム」で
世帯票（個人属性等）を入力

④回答者は「Web調査システム」で個人票を入力

※滞在した場所や移動開始時間等は、位置情報をも
とに自動で入力してあり、回答者は内容を確認・修正。
移動に関する目的や交通手段等に関して、入力）

今回の検討会で議論



Web調査システム開発に至る背景
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• Web調査システムを用いた回答により、漏れのない回答や集計の容易さなどの調査の効率化が期待される

• 現在、各都市圏でそれぞれ独自のWeb調査システムを構築しており、非効率な状況が発生している。そのため、標準仕
様に対応したシステムを国が開発し、各都市圏に提供することが望ましい

正確な回答の確保
（入力チェック機能等）

回答負荷の軽減
（入力支援機能等）

集計が容易
（調査管理機能等）

Web調査への期待 Web調査の効率的な実施

都市圏Aが開発した
Web調査システム

都市圏Bが開発した
Web調査システム

都市圏Cが開発した
Web調査システム

国土交通省が開発したWeb調査システム
（ベース）を基に、各都市圏でカスタマイズ

現状は、各都市圏でシステム開発しているが、国
がWeb調査システムを開発することで、効率的に
調査実施可能

紙の回答では、記入漏れがあること、集計に手間
がかかるなどの課題がある。Web調査を導入する
ことで、紙の回答が抱える問題の解決が可能

・・・



Web調査システム活用に関する流れ
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各都市圏 回答者

国土交通省

• 国土交通省が、Web調査システムを開発し各都市圏に提供することで、都市圏におけるWeb調査システムの開発費用
が抑制され、調査費用が軽減される

• 回答者は、Web調査システムや位置情報取得アプリを利用し回答することで、回答負担が軽減される

➢ Web調査システム、位置情報取得
アプリを用いて回答

➢ 国から提供のWeb調査システム
（ベース）を基にシステム開発（カ
スタマイズ）

➢ カスタマイズしたシステムを国へフィー
ドバック

➢ Web調査システム（ベース）の開発
ーWeb調査システム及び位置情報取得アプリの開発・連携

➢ 各都市圏でカスタマイズしたシステムを管理（他都市圏で活用可能に）

システムの
利用促進

回答

システム（ベース）
の提供

カスタマイズした
システムをフィードバック



開発コンセプト
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コンセプト① PT調査の標準仕様に対応した効率的かつ効果的なシステム

➢ PT調査の標準仕様に対応した「世帯票」、「個人票」のWeb調査システムを開発
➢ 回答者の負担軽減を図るとともに、正確な回答を確保するための仕組みの導入

コンセプト④ 位置情報を取得するアプリ・移動トリップの分解を行うシステムと連携 ※次回報告

➢ 開発するWeb調査システムと、別途開発する位置情報取得アプリやトリップ分解システムとを連
携させ、さらなる回答負荷の軽減を図る

コンセプト② カスタマイズ（追加設問の追加等）ができる柔軟性

➢ 追加機能の実装が容易にできるよう、柔軟性や拡張性がある手法により開発
➢ 各都市圏の課題に対応した調査が実施可能

コンセプト③ 回答しやすいデザイン

➢ 回答しやすさを考え、デザインも工夫したシステムを開発
➢ デザインを工夫することで、回収率の向上も見込まれる

コンセプト⑤ 持続的なシステム運営

➢ 国土交通省が開発したシステムだけではなく、各都市圏でカスタマイズしたものも合わせて普及
できるような仕組みを作る



システムの開発要件
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• PT調査の骨格となる「世帯票」、「個人票」についてのシステムを開発する。開発に当たっては、マルチデバイス（PC
及びスマホ）への対応や、住所・経路の入力支援、入力内容をチェックする仕組みを実装させる

• 管理者側の機能として、回答状況のリアルタイム把握機能を実装させ、調査実施の効率化（追加調査実施の判
断等）も図る

要件 概要

マルチデバイスへの対応 • PCだけでなくスマートフォンなどマルチデバイスに対応した設計を行う
• マルチデバイス対応は単純にPC画面を縮小するだけなく、メニュー

表示など、端末別にレイアウトの工夫を行う

住所・経路の入力支援 • インターネットでは、地図はもちろん施設検索や経路検索などのシス
テムが一般的に普及しているため、これらの機能の搭載についても
検討を行い、施設に関しては、「フリーワード」「郵便番号」だけでなく、
許可した端末であれば「現在地」からの取得も方法の一つとする。

入力内容チェックシステム • 入力に問題のある個所のアラート表示や、最終目的地が自宅では
無い場合の対応を行う

回答状況のリアルタイム把握 • リアルタイムに状況が把握できる管理画面を開発する
• 単純な回答状況（全体や地域別）はグラフなどによって、視覚的

に捉えられるようにする

セキュリティ対策 • 情報漏洩等の対応及び、パスワード等による個人情報の厳重な管
理

コンセプト① PT調査の標準仕様に対応した効率的かつ効果的なシステム



システムの配布方法
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システムに求められる要件 実施主体が一から構築 ①ソースコードのよる配布 ②パッケージ化したものの
配布

調
査
主
体

調査のしやすさ
（導入・運用）

△
一からシステムを企画・構築

する手間がある

〇
ベースがあるため、企画検討

が省力化される

△
企画・構築の手間は省ける
が、カスタマイズが困難

コスト
（調査主体側の負

担）

△
一からシステムを構築するの

で、コストはかかる

○
開発費が削減される

◎
開発費は大幅に削減される
※カスタマイズしない場合

柔軟性・拡張性
◎

一からシステムを構築するの
で、基本は自由に設計可能

○
追加設問の設定、回答の
選択肢設定は可能

×
設問の追加などは容易にで

きない

国
交
省

イニシャルコスト
-

（サポートなし）
△

ソースコードの開発に費用が
掛かる

△
パッケージ化したシステム
開発に費用が掛かる

ランニングコスト
-

（サポートなし）
○

ソースコードを配布した後の
改修費用はかからない

×
改修費用がかかる

• システムの提供は、①ソースコードによる配布、②パッケージ化したものの配布が考えられる。調査主体側の調査のしや
すさ、柔軟性・拡張性（設問の追加等のカスタマイズの容易さ）、国土交通省側のランニングコストの観点から、①
ソースコードによる提供とする

コンセプト② カスタマイズ（追加設問の追加等）ができる柔軟性



システムのデザイン
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• H30東京PT調査の際に構築したWeb回答システムは、回答しやすさ向上のため、デザイン面で工夫を行っている。今
回開発するシステムは、H30東京PT調査で使用されたWeb回答のシステムをベースとして、開発を進める

• 見た目（デザイン）の部分も工夫することで、回答者の回答スタートのハードルを下げ、回答率向上のための工夫も
合わせて行い、回答していただけるシステム構築を目指す

コンセプト③ 回答しやすいデザイン

調査システムデザインイメージ（H30東京都市圏PT調査）
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システムの持続的な運用方法

・Web調査システム（ベース）開発・提供
・利用規約の作成
（概要説明書、ソースコードの作成方法を含む）

ベースシステム

利
用
申
請

利
用
申
請

• 各都市圏からの利用申請に基づき、開発したソースコードを提供する（ソースコードをオープン化することに、セキュリティ
上懸念があるため、利用者を限定した運用とする）

• 各都市圏でカスタマイズしたシステムの概要説明書、ソースコードを整理してもらい、国にフィードバックしてもらい、国
で改良システムを管理する

ソースコード
の提供

都
市
圏A

都
市
圏B

カスタマイズし
たソースコード
をフィードバック

ソースコード
の提供

調
査
準
備
・

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

コンセプト⑤ 持続的なシステム運営

都市圏Aシステム
（ベース＋活動調査追加版）

・各都市圏で作成した改良システムの管理・提供

都市圏Bシステム
（・・・）

調
査
実
施

調
査
結
果

回
収

ソ
ー
ス
コ
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ド

・
説
明
書
の
整
理

カスタマイズし
たソースコード
をフィードバック



ご意見いただきたい事項
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今後の検討事項
①Web調査システムの仕様
・国が始めに開発するWeb調査システムの具体的仕様（持たせる機能）
・アプリの活用を前提とした調査フロー

②トリップ分解の考え方
・アプリで取得した位置情報の分解の考え方

本日
○国として開発するWeb調査システムのイメージを提示
→以下についてご意見いただきたい
・国として開発するWebシステムのコンセプトに抜けがないか
・Web調査システムの運用方法は適切か


